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令和４年６月１０日付で変更交付承認のありました宮崎市地域コミュニティ活動

交付金については、宮崎市地域コミュニティ活動交付金に関する規則第１８条第１項

の規定により、関係書類を添えて実績報告書を提出します。 

 

 

 

添付書類 

 

（イ） 事業実施報告・収支決算（見込）書 

 

（ロ） 事業別収支計算書 

 

（ハ） 宮崎市地域コミュニティ活動交付金繰越届出書 

 

（ニ） 備品管理台帳の写し 

 

（ホ） 地域協議会の意見書［事業実施報告］ 

 

 

 

 

 

 



（１）収入の部

（２）支出の部

（様式第５号）

令和４年度　事業実施報告・収支決算（見込）書

清武地域自治区　　　　　

　　　加納地域まちづくり協議会

１　総括

　当初計画していた１２事業について、おおむね実施することができた。毎月の運営委員会では各
部会の事業計画や事業内容について適宜に報告し合い、課題を共有した。各部会では、コロナ禍に
おいても実施できるよう事業内容の工夫に努めた。まちづくりマルシェ開催事業では、加納地区交
流センターと協働で実施し、関連する内容を統括しながら、幅広い活動で大勢の参加があり、盛会
だった。また、防災事業においては、各自治会からの協力を得て、地域全体で取り組む避難訓練や
防災講座を実施することができた。

２　収支決算

（単位：円）

項　　目 予　算 決　算 差 備　考

自己資金 100 21 ▲ 79 利息　

協賛金 20,000 22,000 2,000 まちづくりマルシェ開催事
業の協賛金

基礎交付金 2,743,055 2,743,055 0

繰越金 1,546,666 1,546,666 0

まちづくりマルシェ開催事業の加納
地区交流センター負担金

合　　計 4,324,821 4,493,601 168,780

負担金 15,000 82,750 67,750

雑収入 0 99,109 99,109 寄付金
まちづくりマルシェ売上金

備　考差

環 花いっぱい活動推進事業

防 地域防災活動推進事業 １２年目

▲ 114,568

▲ 58,192

実施年数 予　算

400,000 341,808

防 防犯活動推進事業 １２年目 700,000 585,432

分野 事　業　名 決　算

６年目 205,000 78,548 ▲ 126,452

▲ 58,956

環 環境美化活動事業 １２年目 250,000 99,978 ▲ 150,022

再 イルミネーション事業 ２年目 300,000 241,044

再 まちづくりマルシェ開催事業 ３年目 520,000 546,697 26,697

伝 伝統文化継承事業 １２年目 230,000 38,605 ▲ 191,395

健 いきいき健康推進事業 ８年目 200,000 110,424 ▲ 89,576

他 加納地域まちづくり協議会だより広報事業 １３年目 170,000 122,382 ▲ 47,618

伝 鯉のぼり掲揚事業 ６年目 100,000 106,142 6,142

他 まちづくり協議会管理運営事業 １３年目 919,821 863,232 ▲ 56,589

他 まちづくり計画推進事業 ３年目 330,000 135,267 ▲ 194,733

繰　越　金 1,224,042

合　　計 4,324,821 4,493,601 168,780



防犯活動推進事業

円

人 人

人 人

人 人

人 人

３　実施報告

［１］防犯・防災に係る事業

事 業 名 １２年目

事業内容・手段

（１）「防犯パトロール活動」や「見守り活動(９年目)」等の実施
【時　　期】通年
【場　　所】加納地域１４地区内
【参加人数】延べ１，０００名程度
【内　　容】
　・青色防犯パトロール車(リース車）による巡回活動を、平日はほぼ毎日実施し、夜
　　間も週に２～３回程度実施することができた。
　・青パト新規隊員を募集し、更新者も含めた講習会を実施することで巡回体制の強
　　化を図った。
　・警察署や交番、地域安全協会、自治会等と協働で地域安全運動街頭キャンペーン
　　を実施し、住民への防犯意識を促した。（４月・８月・１０月）
　・自治会、青少年育成協議会、小中学校等と連携し、主要交差点等での愛の一声あ
　　いさつ運動を実施した。（４月・６月・９月・１月）
　・青少年育成協議会、交番等と協働で夕方の主要交差点付近での下校時の交通指導
　　及び自転車安全運転指導を行った。（５月・１１月）
　・青パト隊１０周年記念式典を１０月１５日(土)に行い、防犯活動への取組に向けて
　　の共通認識を図ることができた。
　・きよたけ郷土祭りにおいて青パト隊員２３名がパレードに参加し、安全・安心の
　　まちづくりを呼びかけた。

（防犯部会） 実施年数

開始：平成２３年度 終了：なし

３．えがおいっぱい　～人と人とがふれあい笑顔があふれるまちへ～

　・安全安心なまちづくり

  加納地域の住民が、安心して生活できる環境と地域の地盤を作ることを目的とする。

事業期間

地域魅力発信
プランとの関連

目　　的
（期待される効果）

事 業 費 ５８５,４３２

対 象 者 加納地域住民

令和３年度

あいさつ運動 １２０ 子ども見守り１７０

・ほぼ毎日のように青パト巡回車が地域内を巡回している。犯罪の抑止力に貢献してい
るとの声があり、地域住民からの防犯活動への期待も大きい。
・青パト車から流れるアナウンスが聞こえると安心感が増すと喜ばれているようだ。住民の声（アン

ケートの結果等）

１１９

青パト隊員　５００

隊員以外　　１１５

６１０

※　参加者数は年間延べ人数（令和４年度は活動内容別の人数）

合　計 ８４９ ７８５

青パト巡回関連

街頭キャンペーン参加者数
（内訳）

 
年　度 令和４年度



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

①地域ニーズ
の把握

・犯罪状況について、
警察署、防災メールほ
か小中学校との情報交
換を密にし、巡回開始
時の引継ぎを徹底し、
情報の共有を図った。

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価項目 特記事項

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

⑦住民の満足
度

事業継続の必要性

・街頭キャンペーンやパ
トロール活動時に、感謝
やねぎらいの声をよく聞
く。

良かった点･
改 善 点 等

・街頭キャンペーン時には、広報用の音声データの作成を行い、広報に努めた。
・青パト車のマイク音量調節やコースなど住民からの要望についても耳を傾け、対応するこ
とができた。さらに広報内容についても継続検討していく。
・各ボランティアの立つ場所、人員などが把握できていない状況があるので、地域全体のと
りまとめができるようにしたい。

・青パト車による広報、
協議会だよりの発行、青
パト隊員の募集などによ
り、活動状況の周知につ
いては浸透している。

②住民の参加

・青パト車や協議会だ
よりによる広報、各会
議等での呼びかけを重
ねることで、住民の防
犯意識の向上が図られ
た。
・個人で見守り活動を
している方も増えてい
る。

事
業
の
効
果

⑥課題解決へ
の作用

・盗犯発生や不審者情報
等は減少しているが、油
断せず、住民の意識向上
が大切であることを念頭
に活動を推進していく。
・あいさつ運動が一般住
民の意識向上につなが
り、活動として受け入れ
られているように感じ
る。

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

・まちづくり推進委員
会の重点的な取組とも
いえるものであり、住
民の意識向上のための
活動として取り組むべ
きである。

評価項目
評価

＜良かった点や改善した点等＞

④各種団体と
の連携

⑤事業の周知

未 ・ 済

未 ・ 済

・あいさつ運動では、
主要交差点ほか、狭い
通学路に立つボラン
ティアの姿もあり、各
団体と有機的に連携し
て活動することができ
た。

評価
特記事項

地域協議会から
の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

対応

　

＜意見への対応＞

　

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

対応

　

＜意見への対応＞

　

有 ・ 無○



清武地域自治区
加納地域まちづくり協議会

（１）収入の部 （単位：円）

番号

1

2

3

4

5

6

7

（２）支出の部

番号

1 賃金

2 報償費

3 旅費

4 需用費 12,443 円

95,095 円

10,042 円

印刷費（チラシ） 2,270 円

139,502 円

5 役務費 86,320 円

6 委託料

7 使用料及び賃借料 239,760 円

8 工事請負費

9 原材料費

10 備品購入費

11 積立金

12 公課費

13 合計（Ｂ）

収支差引（Ａ）－（Ｂ）

項　　目 金　　額 備　　考

（様式第７号）
事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

事業名 防犯活動推進事業 （防犯部会）

基礎交付金 185,432

繰越金 400,000

自己資金

協賛金

負担金

雑収入

合計（Ａ） 585,432

燃料費（ガソリン）

消耗品費（青パト10周年記念Tシャツ）

科　　目 金　　額 備　　考

259,352 消耗品費（マスク・ウエットティッシュ・ＳＤカード他）

食糧費（お茶・スポーツドリンク・塩あめ他）

86,320 リ―ス車任意保険料（年払い）

239,760 軽自動車リース料

585,432

0



地域防災活動推進事業

円

人 人

人 人

人 人

事業内容・手段

（１）「かまどベンチ」設置作業の実施
【実施時期】７月１０日（日）
【場　　所】加納公園こども広場
【参加人数】４３名
【内　　容】
　　・かまどベンチの作り方や活用の仕方を、建築士会の方に教わりながら公園内に
　　　かまどベンチを設置した。
　　・部会員だけでなく、中学生や地域からの参加者もあり、４時間ほどの作業で
　　　あった。
（２）「地域総合防災体験活動」の実施
【実施時期】２月１９日（日）
【場　　所】加納中学校グラウンド
【参加人数】２００名程度（一次避難参加者を含まず）
【内　　容】
　　・消防団の機材投入や防災体験、応急手当や給水車の体験等、防災に関する様々
　　　な知識や体験活動をスタンプラリー方式で実施した。
　　・地震発生を想定し、各自治会の避難訓練としての参加もあり、現実的な場面に
　　　即したものとなった。
（３）「防災講座」の実施
【実施時期】１０月３０日（日）
【場　　所】加納地区交流センター・加納公園こども広場
【参加人数】６５名
【内　　容】
　　・地域内の安全や防災について、ＤＩＧ（災害図上訓練）方式で各自治会ごとに
　　　災害時の避難経路や課題等を出し合いながら地図上にまとめ、発表を行った。
　　・かまどベンチを活用して、炊き出し（非常食の湯煎）を行い、試食した。
（４）防災スキルアップ研修会の実施
【実施時期】①１月１７日（火）②３月１５日（水）
【場　　所】加納地区交流センター・学習室
【参加人数】①２７名　　　②１６名
【内　　容】
　　・防災部会員及び地域内の防災士に参加を呼び掛け、災害時の応急手当について
　　　座学及び実技研修を行った。

事 業 名 １２年目実施年数（防災部会）

事業期間

地域魅力発信
プランとの関連

目　　的
（期待される効果）

開始：平成２３年度 終了：なし

３．えがおいっぱい　～人と人とがふれあい笑顔があふれるまちへ～

　・安全安心なまちづくり

　災害発生時に対応できる防災経験や防災意識の向上を目的とする。

事 業 費

対 象 者 加納地域住民

参加者数
（内訳）

 

２１０

住民の声（アン
ケートの結果等）

・防災かまどベンチについての興味も高く、自治会でも製作したいとの声も聞
かれた。
・ＤＩＧは初めて行ったが、各地区ごとの地図上で具体的なシミュレーション
ができたと好評だった。

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ０

スタッフ １４１ ２６

合　計 ３５１ ２６

３４１,８０８

※(1)～(4）の各事業の参加者数の延べ人数



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ ―

Ａ ― Ａ ―

Ａ Ａ Ａ ―

Ａ Ｂ

・防災かまどベンチ
は、防災講座の際に
実際に活用してもら
い、大変喜ばれた。

・各自治会では困難
な防災体験や講座等
の機会として活用し
ていただけたのでは
ないか。

・避難訓練や防災講座
は、チラシや協議会だ
よりでの広報活動のほ
か、自治会長への説明
等を事前に行い、連携
した取組ができた。

特記事項

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

・各自治会や防災
士、消防団等の協
力をいただきなが
ら、防災講座や避
難訓練を実施する
ことができた。

事業継続の必要性

評価項目
評価

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

⑤事業の周知

②住民の参加

・個人あるいは自
治会単位での事業
参加が増えた。

事
業
の
効
果

⑥課題解決へ
の作用

評価項目

良かった点･
改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

・ＤＩＧやシェイクアウト訓練、避難訓練等について、各自治会からの積極的な参
加協力があり、一連の訓練事業としての成果があった。

地域協議会から
の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

対応 未 ・ 済

　

＜意見への対応＞

　

・地域住民の防災
意識の向上を図る
体験活動は大切で
あり、妥当であ
る。

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

対応 未 ・ 済

　

＜意見への対応＞

　

・防災活動の必要
性を感じる声が多
く、防災意識の高
さが感じられる。

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価
特記事項

①地域ニーズ
の把握

有 ・ 無○



清武地域自治区
加納地域まちづくり協議会

（１）収入の部 （単位：円）

番号

1

2

3

4

5

6

7 合計（Ａ）

（２）支出の部

番号

1 賃金

2 報償費

3 旅費

4 需用費 13,431 円

253,000 円

60,739 円

7,018 円

5 役務費 4,620 円

6 委託料

7 使用料及び賃借料 3,000 円

8 工事請負費

9 原材料費

10 備品購入費

11 積立金

12 公課費

13 合計（Ｂ）

収支差引（Ａ）－（Ｂ）

項　　目 金　　額 備　　考

（様式第７号）
事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

事業名 地域防災活動推進事業 （防災部会）

基礎交付金 241,808

繰越金 100,000

自己資金

協賛金

科　　目 金　　額 内　　訳

負担金

雑収入

341,808

334,188 消耗品費（ゴム手袋・薪・ビニール袋他）

消耗品費（かまどベンチ一式）

4,620 傷害保険料

食糧費（お弁当・お茶・飴他）

印刷費（チラシ）

3,000 自家用車・機材借用料

341,808

0



（環境部会）

円

人 人

人 人

人 人

［２］環境に係る事業

事 業 名 １２年目実施年数環境美化活動事業　　　　　　　　　

事業期間

地域魅力発信
プランとの関連

目　　的
（期待される効果）

開始：平成２３年度 終了：なし

１．はないっぱい　　～心が豊かになるきれいなまちへ～
３．えがおいっぱい　～人と人とがふれあい笑顔があふれるまちへ～
　・環境美化意識の啓発
　・河川環境美化活動
　・ボランティア活動の推進

　きれいで住み良いまちづくりを目指し、地域住民自らが率先して地域の美
化に関心を持ち、実践できるような環境を作ることを目的とする。

事業内容・手段

事 業 費 ９９,９７８

対 象 者 加納地域住民

（１）「環境パトロールや不法投棄の監視等」の実施
【実施時期】環境パトロール（７月のみ実施）　看板設置(通年)
【場　　所】加納地域１４地区内（川沿い、山間部道路沿い他）
【参加人数】パトロール４名、ごみ集積所看板設置１０地区
【内　　容】
　・地域の山間部道路沿いや八重川の堤防沿い等を中心に実施した。
　・不法投棄禁止の看板設置箇所を検討して設置するほか、各自治会のゴ
　　ミ集積所のごみ分別啓発看板を設置して地域住民への啓発を行った。

（２）「八重川堤防沿いの環境整備」の実施
【実施時期】年３回（①６月２６日②９月１７日中止③１１月２７日）
【場　　所】加納地域内八重川両岸
【参加人数】①１２４名②天候不良のため中止③１０５名
【内　　容】
　・八重川河川愛護会と連携し、協働作業で取り組んだ。
　・各自治会、諸団体、中学生ボランティア、市職員絆プロジェクト等と
　　連携し、ごみ拾い活動を呼びかけ、多くの参加があった。
　・青パト車による巡回アナウンスでごみの分別や環境美化をＰＲした。

参加者数
（内訳）

 
年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 １９８ １５７

スタッフ ４５ １１６

合　計 ２４３ ２７３

※年間の活動参加者の延べ人数　　　

住民の声（アン
ケートの結果等）

・ごみ集積所等の分別看板の設置の効果は大きいという声があった。



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ｂ
広
報

Ｂ Ｂ

Ａ Ｂ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ｂ Ｂ

Ａ Ｂ

・住民に対して現状
や課題についてもっ
と情報を発信し、自
分自身の課題として
認識してもらえるよ
うにしていきたい。
・以前に比べ、八重
川がきれいになった
という声が聞かれ
る。

④各種団体と
の連携

・各自治会会長の
要望もあり、今年
度もゴミの分別看
板を作成し、設置
の協力をいただい
た。

事業継続の必要性

評価項目

①地域ニーズ
の把握

・年々増えていく
不法投棄やごみの
分別の不十分さな
どを実感してい
る。自治会長との
意見交換会でごみ
問題などの悩みを
伺っている。

⑤事業の周知

・環境パトロール
の現況報告をまち
だよりで行った
り、ごみ拾い活動
の案内チラシを事
前に配布したりす
るなど事業の周知
を図った。

②住民の参加

・中学生ボラン
ティア等八重川沿
いのごみ拾い活動
への参加の輪が徐
徐に広がりつつあ
る。

事
業
の
効
果

　

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

・地域の環境問題
について、自治会
や住民への情報発
信や美化活動の推
進は欠かせないも
のであり、妥当で
ある。

⑦住民の満足
度

良かった点･
改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

・中学生ボランティアの参加が多い時には、活動場所の割り振りなど臨機応変に行
うことができた。

地域協議会から
の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

対応 未 ・ 済

　

＜意見への対応＞

　

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

対応 未 ・ 済

　

＜意見への対応＞

⑥課題解決へ
の作用

希望する地区内の
ごみ集積所に分別
看板を設置するこ
とができた。今後
も、必要に応じて
継続したい。

評価
特記事項

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価項目
評価

特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

有 ・ 無○



清武地域自治区
加納地域まちづくり協議会

（１）収入の部 （単位：円）

番号

1

2

3

4

5

6

7 合計（Ａ）

（２）支出の部

番号

1 賃金

2 報償費

3 旅費

4 需用費 49,500 円

17,081 円

参加賞（ウエットティッシュ） 6,600 円

印刷費（チラシ） 3,317 円

16,240 円

5 役務費 3,240 円

6 委託料

7 使用料及び賃借料 4,000 円

8 工事請負費

9 原材料費

10 備品購入費

11 積立金

12 公課費

13 合計（Ｂ）

収支差引（Ａ）－（Ｂ）

項　　目 金　　額 備　　考

食糧費（お茶・パン）

消耗品費（草刈り替刃・駆除スプレー・軍手他）

92,738 消耗品費（ゴミ分別看板）

基礎交付金

繰越金 99,978

自己資金

（様式第７号）
事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

事業名 環境美化活動事業　　　　　　　　　 （環境部会）

協賛金

科　　目 金　　額 内　　訳

負担金

雑収入

99,978

3,240 傷害保険料

4,000 自家用車借用料

99,978

0



円

人 人

人 人

人 人

目　　的
（期待される効果）

　花や緑があふれる美しい景観をつくることにより、地域全体に活力を生むこと
を目的とする。

事 業 名 花いっぱい活動推進事業 （環境部会） 実施年数 ６年目

事業期間  開始：平成２９年度  終了：なし

地域魅力発信
プランとの関連

１．はないっぱい　　～心が豊かになるきれいなまちへ～
３．えがおいっぱい　～人と人とがふれあい笑顔があふれるまちへ～
　・花と緑があふれる美しい景観づくり
　・ボランティア活動の推進

事業内容・手段

（１）「花いっぱい植栽活動」の実施
　①ものづくり体験教室（造園）
　【実施時期】１１月１９日（土）
　【場　　所】加納地区交流センター　多目的ホール
　【参加人数】受講者２１名（スタッフ１５名）
　【内　　容】
　・宮崎県職業能力開発協会から講師を派遣していただき、ものづくり体験
　　教室（造園）を実施した。ものづくりマイスターからの丁寧な指導が好
　　評だった。

　②花の植栽活動（ひまわりとコスモス）
　【実施時期】種蒔き作業８月２１日（日）　開花１０月中旬～１０月下旬
　【場　　所】加納小学校正門横の畑及び学校農園
　【参加人数】延べ７５名
　【内　　容】
　・学校正門付近の畑と学校農園・実習田で、畑の耕耘作業、ひまわりとコ
　　スモスの種蒔き、草抜き等植栽及び管理を行った。部会員だけでなく、
　　多くのボランティアの方に畑の準備や草刈り等、協力いただいた。
　・開花の時期には、小学生だけでなく、保護者や地域住民の方々に喜ばれ
　　た。

事 業 費 ７８,５４８

対 象 者 清武・加納地域住民

７６ ３０

合　計 １１１ ９２

※活動参加者の延べ人数

住民の声（アン
ケートの結果等）

・ものづくり体験教室は、大変好評であり、今後の開催を望む声が多くあった。
・休耕地の活用について、学校や自治会等と連携しながら進めていくとよい。
・開花時期を検討し、多くの方に参加協力や鑑賞をしてもらえるようにするとよ
い。

参加者数
（内訳）

 
年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ３５ ６２

スタッフ



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ Ｂ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価
特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

①地域ニーズ
の把握

・地域内の休耕地の有
効活用ができないかと
いう住民の声もあり、
実施した。学校正門周
辺が花に囲まれて明る
くなったとの声があっ
た。

⑤事業の周知

・まちだよりや
LINE、Facebook等で
事業の様子を伝えた
ところ、反応も大き
かった。

②住民の参加

・植栽活動について、
主体的に参加くださっ
た一般ボランティアの
方がいた。

事
業
の
効
果

評価項目
評価

特記事項 評価項目

⑥課題解決へ
の作用

・加納地域内にある
休耕地の活用は大変
有効である。住民の
目に触れる形で美し
い環境づくりに寄与
するものである。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

・地域内に花や緑を増
やす取組は、学校や住
民からの要望も強いこ
とから、妥当である。

⑦住民の満足
度

・ものづくり体験教
室参加者からは大変
満足したという声が
あり、毎年の開催を
願う方が多かった。
・小学生の登下校時
を見守るかのように
花が咲いていると好
評だった。

④各種団体と
の連携

・宮崎県職業能力開発
協会のサポートを受け
て、ものづくり体験教
室を実施することがで
きた。 事業継続の必要性

良かった点･
改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

・宮崎県職業能力開発協会と連絡調整しながら、計画的に進めることができた。
・学校や一般ボランティアの協力もあり、花の植栽活動を進めることができた。

地域協議会から
の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

対応 未 ・ 済

　

＜意見への対応＞

　

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

対応 未 ・ 済

　

＜意見への対応＞

　

有 ・ 無○



清武地域自治区
加納地域まちづくり協議会

（１）収入の部 （単位：円）

番号

1

2

3

4

5

6

7 合計（Ａ）

（２）支出の部

番号

1 賃金

2 報償費

3 旅費

4 需用費 25,371 円

食糧費（弁当・お茶） 19,147 円

参加賞（ごみ袋・お菓子他）　 17,300 円

燃料費（ガソリン） 6,730 円

5 役務費

6 委託料

7 使用料及び賃借料 10,000 円

8 工事請負費

9 原材料費

10 備品購入費

11 積立金

12 公課費

13 合計（Ｂ）

収支差引（Ａ）－（Ｂ）

項　　目 金　　額 備　　考

（様式第７号）
事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

事業名 花いっぱい活動推進事業 （環境部会）

基礎交付金 38,548

繰越金 40,000

自己資金

協賛金

負担金

雑収入

78,548

科　　目 金　　額 内　　訳

68,548 消耗品費（肥料・種等）

10,000 トラクター・自家用車借用料 

78,548

0



まちづくりマルシェ開催事業 （マルシェ実行委員会）

円

人 人

人 人

人 人

［３］地域再生に係る事業

事 業 名 ３年目実施年数

事 業 費 ５４６,６９７

　地域の食や文化にふれる機会を通して、地域住民の交流を深め、地域を活
性化することを目的とする。

（１）「まちづくりマルシェ」の開催
【実施時期】１１月１９日（土）２０日（日）加納地区文化祭との共催
【場　　所】加納地区交流センター・加納公園
【内　　容】
　・地域の食や文化に親しむ機会として、加納地区文化祭との共催で実
　　施した。
　・各自治会、保育園、小・中学校、各団体、地元の事業者等と連携
　　し、農産物や雑貨、加工品、テイクアウト食品等の販売や体験活動
　　など、世代間の親睦や地域住民の交流の場となった。
　・スタンプラリーで体験活動を行い、多くの入場者が参加し、楽しん
　　でいた。環境部会（ごみの分別）、健康福祉部会（健康チェッ
　　ク）、防災部会（水消火器、煙体験）など、約３６０名が参加し
　　た。
　・マルシェ実行委員会には、加納小学校ＰＴＡ事業部も加わり、当日
　　の縁日広場では子どもたちが楽しめる内容で好評だった。
　・宮崎県職業能力開発協会のご協力により、１９日(土)に３つの分野
　　「造園」「木工」「板金」で、ものづくり体験を開催した。

地域魅力発信
プランとの関連

目　　的
（期待される効果）

開始：令和２年度 終了：なし

１．はないっぱい　　～心が豊かになるきれいなまちへ～
２．はらいっぱい　　～お腹も心も満たされるまちへ～
３．えがおいっぱい　～人と人とがふれあい笑顔があふれるまちへ～
　　・花と緑があふれる美しい景観づくり
　　・地産地消の推進や食文化の継承
　　・地域住民・世代間交流の場づくり

事業内容・手段

事業期間

対 象 者 加納地域住民

参加者数
（内訳）

 
年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 １,５００ ９３２

スタッフ ３７２ １５１

※前日準備及び当日の参加者延べ人数

住民の声（アン
ケートの結果等）

・加納地区文化祭との共催で大変盛り上がった。
・食のイベントなので、出店を多くして食の提供を増やしてほしい。
・いろいろなアイデアや人を巻き込み、さらに良いものを作り上げてほし
い。
・自治会や小学校事業部の参加もあり、地域ぐるみの取組になった。

合　計 １,８７２ １,０８３



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価
特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

①地域ニーズ
の把握

・加納地域全体で
のイベントを望む
声が大きく、ニー
ズがある。 ⑤事業の周

知

・チラシやポスター、
広報紙などあらゆる機
会を活用して周知を
行った。地域内の店舗
等へのポスター掲示も
行った。直前に新聞折
込チラシも活用した。

②住民の参加

・地区文化祭との
協働開催で、地域
住民の参加が昨年
以上に多かった。

事
業
の
効
果

評価項目
評価

特記事項 評価項目

⑥課題解決
への作用

・全部会が横断的に
取り組む事業とし
て、各部会の連携を
図るよい機会となっ
た。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

・加納地域の特色
を生かして、地域
全体で取り組むイ
ベントであるた
め、妥当である。

⑦住民の満
足度

・地域住民の方々か
らも喜ばれ、今後の
事業の継続を望む声
が多く聞かれた。

④各種団体と
の連携

・自治会や小学
校、ＰＴＡ、学生
ボランティアの協
力もあり、定着さ
せていきたい。

事業継続の必要性

良かった点･
改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

・中学校、高校、大学からの学生ボランティアやＰＴＡの協力もあり、若い世代を
取り込んだイベントになった。
・地域の事業者や生産者との交流も深まり、地域おこしに役立つイベントに成長さ
せたい。

地域協議会から
の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

対応 未 ・ 済

　

＜意見への対応＞

　

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

対応 未 ・ 済

　

＜意見への対応＞

　

有 ・ 無○



清武地域自治区
加納地域まちづくり協議会

（１）収入の部 （単位：円）

番号

1

2

3

4

5

6

7 合計（Ａ）

（２）支出の部

番号

1 賃金

2 報償費

3 旅費

4 需用費 消耗品費（レジ袋・容器・防水スプレー他） 19,559 円

印刷費（チラシ） 20,472 円

食糧費（お弁当・お茶他） 66,556 円

ボランティアＴシャツ 56,265 円

材料費（きゅうり・大根・ピーマン・ズッキーニ・ミニトマト他） 101,000 円

消耗品（エコ風船・ヘリウムガス） 38,225 円

58,697 円

5 役務費 8,343 円

賠償・レクリエーション保険料 6,080 円

6 委託料 50,000 円

ステージ設営費 115,500 円

7 使用料及び賃借料 6,000 円

8 工事請負費

9 原材料費

10 備品購入費

11 積立金

12 公課費

13 合計（Ｂ）

収支差引（Ａ）－（Ｂ）

項　　目 金　　額 備　　考

（様式第７号）
事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

事業名 まちづくりマルシェ開催事業 （マルシェ実行委員会）

基礎交付金 249,847

繰越金 100,000

自己資金

協賛金 22,000 出店者からの協賛金

科　　目 金　　額 内　　訳

負担金 82,750 加納地区交流センターと折半分（音響・ステージ設営費）

雑収入 92,100 野菜の売上金

546,697

抽選会賞品・スタンプラリー景品他

14,423 折込チラシ配布料

165,500 音響設営費

360,774

546,697

0

6,000 自家用車借用料



円

人 人

人 人

人 人

事 業 名 イルミネーション事業 実施年数 ２年目

事業期間  開始：令和３年度  終了：なし

地域魅力発信
プランとの関連

目　　的
（期待される効果）

３．えがおいっぱい　～人と人とがふれあい笑顔があふれるまちへ～

　　・地域住民・世代間交流の場づくり

　まちづくりの拠点である加納地区交流センターの認知度を高めるととも
に、地域住民に憩いの場を提供することを目的とする。

事業内容・手段

事 業 費 ２４１,０４４

対 象 者 加納地域住民

（１）イルミネーション事業の実施
【実施時期】１１月３０日(水)、１２月１日(木)設置準備
　　　　　　１２月３日(土)点灯式
　　　　　　１月２１日(土)撤去作業
【場　　所】加納地区交流センター
【参加人数】準備３０名　点灯式１２０名程度　　撤去２２名
【内　　容】
　・加納地区交流センターの建物周辺をイルミネーションで飾り付け、
　　憩いの場を提供した。デザインや設置は手作りで行い、昨年度使用
　　したものと新たに加えた材料でより充実したイルミネーションと
　　なった。
　・点灯式当日は地域の子どもたちによるハンドベル演奏を行い、クリ
　　スマスムードを高めた。点灯式に集まった皆さんとともにカウント
　　ダウンを行い、点灯した。
　・約一ケ月半の期間中、地域の方が見に来られたり、写真撮影された
　　りする姿も見られた。

５２ ３４

合　計 １７２ ２３４

※準備、点灯式、撤去作業の延べ人数

住民の声（アン
ケートの結果等）

・身近なところでイルミネーションが楽しめて嬉しい。散歩しながら楽しむ
ことができた。
・手作りとは思えないほど良い出来栄えである。今後も続けてほしい。

参加者数
（内訳）

 
年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 １２０ ２００

スタッフ



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価
特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

①地域ニーズ
の把握

地域内で楽しめる機
会や場所を望む声は
多い。

⑤事業の周
知

点灯式を実施し、周
知活動もチラシやＳ
ＮＳを活用して行っ
た。

②住民の参加

点灯式には子どもか
ら大人まで多くの方
が参加し、みんなで
楽しむことができ
た。

事
業
の
効
果

評価項目
評価

特記事項 評価項目

⑥課題解決
への作用

魅力的なまちづくり
に向けて協議会が取
り組んでいることの
象徴となり、ＰＲに
つながる。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

地域の拠点としてま
ちづくり協議会や交
流センターが存在す
ることを示す機会と
して有意義であり、
妥当である。

⑦住民の満
足度

多くの方々からイル
ミネーションの取組
に対して好意的な感
想をいただいた。励
みとしたい。

④各種団体と
の連携

準備に関わる段階か
ら、他の団体からの
協力を得られるよう
に進めていきたい。 事業継続の必要性

良かった点･
改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

・昨年度よりもバージョンアップしたイルミネーションであった。飾りつけや撤去
作業へのボランティア協力が多かった。

地域協議会から
の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

対応 未 ・ 済

　

＜意見への対応＞

　

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

対応 未 ・ 済

　

＜意見への対応＞

　

有 ・ 無○



清武地域自治区
加納地域まちづくり協議会

（１）収入の部 （単位：円）

番号

1

2

3

4

5

6

7 合計（Ａ）

（２）支出の部

番号

1 賃金

2 報償費

3 旅費

4 需用費 42,781 円

消耗品費（イルミネーションライト） 158,661 円

印刷費（チラシ） 3,580 円

食糧費（お菓子・お弁当・お茶） 13,938 円

参加賞（お菓子・ＱＵＯカード） 21,534 円

5 役務費 550 円

6 委託料

7 使用料及び賃借料

8 工事請負費

9 原材料費

10 備品購入費

11 積立金

12 公課費

13 合計（Ｂ）

収支差引（Ａ）－（Ｂ）

項　　目 金　　額 備　　考

（様式第７号）
事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

事業名 イルミネーション事業

基礎交付金 91,044

繰越金 150,000

自己資金

協賛金

科　　目 金　　額 内　　訳

負担金

雑収入

241,044

240,494 消耗品費（角材・コンパネ・延長コード・ボックス他）

550 振込手数料

241,044

0



いきいき健康推進事業

円

人 人

人 人

人 人

［４］健康づくりに係る事業

事 業 名 ８年目実施年数（健康福祉部会）

事業期間

地域魅力発信
プランとの関連

目　　的
（期待される効果）

開始：平成２６年度 終了：なし

２．はらいっぱい　　～おなかも心も満たされるまちへ～
３．えがおいっぱい　～人と人とがふれあい笑顔があふれるまちへ～
　・健康増進
　・スポーツ交流
　・地域住民・世代間の交流の場づくり

　地域住民の健康増進や世代間交流を推進し、明るく豊かな地域を作ることを目的
とする。

令和４年度

１１９

事業内容・手段

事 業 費 １１０,４２４

対 象 者 加納地域住民

（１）「スポーツ体験活動」や「健康講座」の実施
　①いきいき健康トライアルの実施
【実施時期】１０月２日（日）
【場　　所】加納地区交流センター　多目的ホール
【参加人数】４３名
【内　　容】
　　・公式輪投げ、ミニボウリング、ポケットボール、カローリング、体力オ
　　　セロゲーム、握力測定など様々な運動を通して体を動かす楽しさを体感
　　　することができた。子どもから大人まで楽しめた。

　②グラウンドゴルフ大会の実施
【実施時期】１１月５日（土）
【場　　所】加納公園　　多目的広場A/B
【参加人数】７３名
【内　　容】
　　・５名程度のグループを編成し、２ラウンドのゲームを楽しんだ。お楽し
　　　み抽選会を実施し、成績や順位に関わらず、参加者全員に賞品を進呈し
　　　た。
　③ウォーキング講座の実施
【実施時期】１２月１０日（土）
【場　　所】加納公園　多目的広場C
【参加人数】６２名
【内　　容】
　　・講師　河野　江美利先生の指導による屋外でのウォーキング講座を行っ
　　　た。実技を通して、正しい姿勢での歩き方を興味深く学ぶことができた。

参加者数
（内訳）

 
年　度 令和３年度

一般参加者 ２９

※参加者数は３事業の延べ人数

１７８

スタッフ ２１

合　計 ５０

住民の声（アン
ケートの結果等）

・専門性の高い講師を招いての講座は大変良い。説得力がある。
・広報の仕方を工夫してＰＲし、もっと多くの方が体験できるとよい。

５９



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ｂ Ｂ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

・チラシ配布やＳＮＳ
による広報を行った。
事前及び当日の申し込
み者を受け付けた。

未 ・ 済

・講師による講話や歩
き方のチェックに興味
津々の様子だった。わ
かりやすい説明で大変
良かった。

・気軽に健康づくりに
取り組めるよい機会と
なった。「もっと多く
の方に参加してもらい
たい企画であった。」
との声も多かった。

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価項目
評価

特記事項 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

②住民の参加

・どの事業も、久しぶ
りに体を動かせたこと
を喜んでおられた。

事
業
の
効
果

⑥課題解決へ
の作用

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

・健康づくりへのニー
ズはあるが、自治会と
して取り組めないとこ
ろもあることから、妥
当である。

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

・宮崎県健康づくり協
会や地域内の福祉事業
所より機材を借用した
り、各団体にも参加を
呼びかけたりした。

事業継続の必要性

評価項目
評価

①地域ニーズ
の把握

・コロナ禍だからこそ
健康づくりへの関心は
高く、健康講座やス
ポーツの機会を望む声
がある。

⑤事業の周知

　

良かった点･
改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

・ウォーキングについて学ぶ機会はあまりなかったので、専門家による指導は興味深
く、大変よかった。

地域協議会から
の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

対応 未 ・ 済

　

　

＜意見への対応＞

＜意見への対応＞

　

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

対応

有 ・ 無○



清武地域自治区
加納地域まちづくり協議会

（１）収入の部 （単位：円）

番号

1

2

3

4

5

6

7 合計（Ａ）

（２）支出の部

番号

1 賃金

2 報償費 10,000 円

3 旅費

4 需用費 23,858 円

印刷費（チラシ） 10,770 円

燃料費（ガソリン） 504 円

消耗品費（参加賞・賞品） 54,772 円

5 役務費 3,520 円

6 委託料

7 使用料及び賃借料 7,000 円

8 工事請負費

9 原材料費

10 備品購入費

11 積立金

12 公課費

13 合計（Ｂ）

収支差引（Ａ）－（Ｂ）

項　　目 金　　額 備　　考

（様式第７号）
事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

事業名 いきいき健康推進事業 （健康福祉部会）

基礎交付金 110,424

繰越金

自己資金

協賛金

科　　目 金　　額 内　　訳

負担金

雑収入

110,424

10,000 講師謝礼金

89,904 食糧費（お弁当・お茶）

3,520 レクリエーション保険料（グラウンドゴルフ大会・ウォーキング）

7,000 機材・自家用車借用料

110,424

0



円

人 人

人 人

人 人

［5］伝統文化に関する事業

事 業 名 伝統文化継承事業 （教育文化部会） 実施年数 １２年目

事業期間  開始：平成２３年度  終了：なし

地域魅力発信
プランとの関連

目　　的
（期待される効果）

３．えがおいっぱい　～人と人とがふれあい笑顔があふれるまちへ～
　・健康増進
　・伝統文化の継承
　・地域住民・世代間の交流の場づくり

　郷土の歴史や文化に触れる活動を通して、伝統文化の礎を再確認し、更に
継承していくことを目的とする。

事業内容・手段

事 業 費 ３８,６０５

対 象 者 加納地域住民

（１）伝統文化継承活動の実施
　①神楽舞の継承及び支援活動の実施
【実施時期】１２月、３月
【場　　所】船引神社、中野神社など
【参加人数】４名
【内　　容】
　・元旦祭や春神楽の時に、神社周辺に垂れ幕やのぼり旗を掲げ、会場
　　の雰囲気を盛り上げた。
　・次年度の三神社神楽まつりの日程や内容を協議した。

　②安井息軒記念館の歴史講座及び見学の実施
【実施時期】１月１５日（日）
【場　　所】安井息軒記念館
【参加人数】５４名
【内　　容】
　・ウォーキングパンフレット等を作成し、参加者に配布した。天候不
　　良のため、当日の史跡めぐりウォーキングは実施できなかった。
　・安井息軒記念館と連携し、記念館の展示内容及び生家の見学、歴史
　　講座を行った。

　③「ものづくり体験教室」の実施
【実施時期】１１月１９日（土）　まちづくりマルシェと同時開催
【場　　所】加納地区交流センター
【参加人数】４３名
【内　　容】
　・宮崎県職業能力開発協会から講師を派遣していただき、「木工
　（スライド式本立て）」や「板金（表札）」の、ものづくり体験教室
　　を実施した。

３９ ７４

合　計 １０１ ３２４

※３つの活動についての延べ人数

住民の声（アン
ケートの結果等）

・来年度三神社神楽まつりの開催を熱望する参加者の声があった。
・ものづくりマイスターの指導が丁寧で分かりやすかった。

参加者数
（内訳）

 
年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ６２ ２５０

スタッフ



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ｂ Ｂ

Ａ ― Ｂ ―

Ａ Ａ Ａ ―

Ａ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価
特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

①地域ニーズ
の把握

・参加者からの問
い合わせもあり、
地域の歴史や文化
について学びたい
という住民のニー
ズは大きい。

⑤事業の周知

・参加者募集のチラ
シやＳＮＳ発信によ
り参加者の募集を
行った。

②住民の参加

・地域の歴史や文
化への興味関心の
高い方が多く、外
国籍の方からの参
加もあった。

事
業
の
効
果

評価項目
評価

特記事項 評価項目

⑥課題解決へ
の作用

・安井息軒記念館の
企画展示や歴史講座
が大変興味深い内容
であり、身近な場所
で歴史にふれること
ができてよかったと
の声があった。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

・本協議会が作成
した「お宝発見」
冊子を利用して、
地域の良さや歴史
を学ぶ良い取組で
あり、妥当であ
る。

⑦住民の満足
度

・ものづくり体験教
室は、ものづくりマ
イスターの指導が丁
寧で、分かりやす
かったと参加者から
大変喜ばれた。

④各種団体と
の連携

・ウォーキングは
できなかったが、
安井息軒記念館と
連携して、雨天時
の計画を準備して
いたことが功を奏
した。

事業継続の必要性

良かった点･
改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

・雨天時の内容も準備していたので、参加者への連絡等をスムーズに行うことが
できた。
・安井息軒記念館と協力してウォーキングパンフレットを作成・配布し、資料と
して活用することができた。

地域協議会から
の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

対応 未 ・ 済

　

＜意見への対応＞

　

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

対応 未 ・ 済

　

＜意見への対応＞

　

有 ・ 無○



清武地域自治区
加納地域まちづくり協議会

（１）収入の部 （単位：円）

番号

1

2

3

4

5

6

7 合計（Ａ）

（２）支出の部

番号

1 賃金

2 報償費

3 旅費

4 需用費 9,138 円

印刷費（ウォーキングパンフレット） 2,819 円

食糧費（お茶・お弁当） 10,468 円

14,850 円

5 役務費 1,330 円

6 委託料

7 使用料及び賃借料

8 工事請負費

9 原材料費

10 備品購入費

11 積立金

12 公課費

13 合計（Ｂ）

収支差引（Ａ）－（Ｂ）

項　　目 金　　額 備　　考

（様式第７号）
事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

事業名 伝統文化継承事業 （教育文化部会）

基礎交付金

繰越金 38,605

自己資金

協賛金

科　　目 金　　額 内　　訳

負担金

雑収入

38,605

参加賞（おにぎり弁当）

1,330 傷害保険料

37,275 印刷費（チラシ）

38,605

0



円

人 人

人 人

人 人

事 業 名 鯉のぼり掲揚事業 （教育文化部会） 実施年数 ６年目

事業内容・手段

「鯉のぼり掲揚」の実施
【実施時期】令和４年５月２２日（日）（前年度分の撤去）
　　　　　　令和５年３月１８日（土）（今年度分の掲揚）
【場　　所】加納公園　こども広場
【内　　容】
　・令和４年５月に、３月に掲揚した鯉のぼりの撤去活動を行った。
　・掲揚期間中、強風により支柱が傾いたり、鯉のぼりやロープが外れ
　　たこともあり、調整が必要な状況が度々生じた。
　・掲揚にあたっては、部会員や役員、地域の方の協力をいただきなが
　　ら準備を進め、竹の移動や設置、鯉のぼり付け等を行うことができ
　　た。
　・鯉のぼり掲揚事業についてチラシを作成し、地域住民に広報した。
　・掲揚イベントとして、和太鼓の演奏で会場を盛り上げ、保育園の園
　　児も掲揚に参加できた。
　・地域の方からの鯉のぼりの寄贈が２件あった。

事業期間  開始：平成２９年度  終了：なし

地域魅力発信
プランとの関連

目　　的
（期待される効果）

　子どもの健やかな成長や健康、安全を願い、地域全体で祝うことを目的と
する。

３．えがおいっぱい　～人と人とがふれあい笑顔があふれるまちへ～

　・伝統文化の継承
　・地域住民・世代間交流の場づくり

事 業 費 １０６,１４２

対 象 者 加納地域住民

参加者数
（内訳）

 
年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 １００ ６

スタッフ ４５ ３６

合　計 １４５ ４２

※５月鯉のぼり撤去作業、３月掲揚作業等参加者延べ人数

住民の声（アン
ケートの結果等）

・広場に掲揚された鯉のぼりを子ども連れで見に来られる方もいて、見るだ
けで楽しい気分になると喜ばれていた。



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ Ｂ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価
特記事項評価項目

評価
特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

①地域ニーズ
の把握

・各家庭での鯉のぼ
り掲揚が難しい状況
であるので、楽しみ
にされている方が多
い。

⑤事業の周知

・鯉のぼり掲揚事
業について、まち
だよりやLINE、
Facebookでも広報
した。

②住民の参加

・地域の方からの鯉
のぼりの寄贈や、支
柱竹の提供の協力が
あった。

事
業
の
効
果

評価項目

⑥課題解決へ
の作用

・桜の季節とも重
なって公園を訪れ
る方も多く、憩い
の場の提供として
効果的である。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

・地域ぐるみで、子
どもの成長を願う思
いが、目に見える形
で実現されるので、
妥当である。

⑦住民の満足
度

・和太鼓の演奏や
保育園児による掲
揚などで鯉のぼり
の掲揚イベントを
楽しむことができ
た。

④各種団体と
の連携

・地域の保育園や民
生委員児童委員協議
会にも協力をいただ
いた。 事業継続の必要性

良かった点･
改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

・掲揚イベントを開催し、保育園児や一般の方々にも楽しんでもらえた。

地域協議会から
の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

対応 未 ・ 済

　

＜意見への対応＞

　

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

対応 未 ・ 済

　

＜意見への対応＞

　

有 ・ 無○



清武地域自治区
加納地域まちづくり協議会

（１）収入の部 （単位：円）

番号

1

2

3

4

5

6

7 合計（Ａ）

（２）支出の部

番号

1 賃金

2 報償費

3 旅費

4 需用費 消耗品費（砂・番線・杭他） 5,716 円

消耗品費（鯉のぼり） 48,125 円

2,095 円

2,676 円

16,650 円

5 役務費 15,880 円

6 委託料

7 使用料及び賃借料 自家用車・トラック・機材等借用料 15,000 円

8 工事請負費

9 原材料費

10 備品購入費

11 積立金

12 公課費

13 合計（Ｂ）

収支差引（Ａ）－（Ｂ）

項　　目 金　　額 備　　考

（様式第７号）
事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

事業名 鯉のぼり掲揚事業 （教育文化部会）

基礎交付金 86,142

繰越金 20,000

自己資金

協賛金

科　　目 金　　額 内　　訳

負担金

雑収入

106,142

15,880 賠償責任保険料（掲揚期間中）

75,262

食糧費（軽食）

食糧費（軽食）

参加賞（お菓子他）

15,000

106,142

0



円

人 人

人 人

人 人

［６］その他の事業

事 業 名 加納地域まちづくり協議会だより広報事業 （広報部会） 実施年数 １３年目

事業期間  開始：平成２２年度  終了：なし

地域魅力発信
プランとの関連

目　　的
（期待される効果）

１．はないっぱい　　～心が豊かになるきれいなまちへ～
２．はらいっぱい　　～お腹も心も満たされるまちへ～
３．えがおいっぱい　～人と人とがふれあい笑顔があふれるまちへ～

　まちづくり協議会の役割や活動に対する地域住民の理解を深め、まちづくりへ
の参画につなげることを目的とする。

事業内容・手段

「加納地域まちづくり協議会だより」の発行
【実施時期】年３回（６月・１２月・３月）発行
【部　　数】各５，０００部
【規　　格】Ａ４サイズ両面カラー印刷（８Ｐ構成）
【内　　容】
　・事業内容の周知やＰＲ活動報告のほか、地域で活躍する個人や団体の紹
　　介も取り入れて掲載した。
　・幅広い世代に読んでもらえるように、分かりやすく読みやすい紙面づく
　　りを目指した。
　・事業内容が分かるように写真やイラストを多く使って作成した。
【配付方法】
　・自治会加入世帯は、自治会を通して各世帯に配付した。
　・清武総合支所や宮崎市社会福祉協議会清武支所、文化会館、四季の夢、
　　他の公共機関、事業所、近隣の大学等に設置し、配付や回覧等を依頼し
　　た。
　・事業内容によっては、福祉施設や児童センター、保育所等にも設置して
　　いただいた。
　・小・中学校等には、ＰＴＡ戸数で配付した。
　・他地域のまちづくり推進委員会にも送付し、お互いの取組についての情
　　報交換に役立てた。

事 業 費 １２２,３８２

対 象 者 加納地域住民

１１ １０

合　計 １１ １０

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

・各部会の事業について、写真を活用した紙面づくりで工夫し、読みやすいと大
変好評である。

参加者数
（内訳）

 
年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ０ ０

スタッフ



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価
特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

①地域ニーズ
の把握

・各部会の取組の状
況が紙面いっぱいに
まとめられ、分かり
やすいとの声があ
る。

⑤事業の周知

・地域住民の方にま
ちづくり協議会の各
事業や活動を知って
もらえるように、活
動の予告などでＰＲ
を行った。

②住民の参加

・事業への住民参加
や認知度も少しずつ
高まっている。もっ
と住民が参画してい
けるような内容を工
夫したい。 事

業
の
効
果

評価項目
評価

特記事項 評価項目

⑥課題解決へ
の作用

・まちづくり協議会
の認知度を高めるた
めにも、まず手に
取って読んでいただ
けるような紙面づく
りを心掛けた。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

・まちだより発行を
通して、各事業の発
信や推進につながっ
ていることから、妥
当である。

⑦住民の満足
度

・各部会の事業の様
子がよくまとめてあ
り、読みやすいと好
評である。

④各種団体と
の連携

・他のまちづくり協
議会との広報紙のや
り取りをすること
で、参考となる事業
を知ることができ
た。

事業継続の必要性

良かった点･
改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

・８ページにわたり、充実した内容で発行できて良かった。

地域協議会から
の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

対応 未 ・ 済

　

＜意見への対応＞

　

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

対応 未 ・ 済

　

＜意見への対応＞

　

有 ・ 無○



清武地域自治区
加納地域まちづくり協議会

（１）収入の部 （単位：円）

番号

1

2

3

4

5

6

7 合計（Ａ）

（２）支出の部

番号

1 賃金

2 報償費

3 旅費

4 需用費 35,970 円

35,882 円

50,530 円

5 役務費

6 委託料

7 使用料及び賃借料

8 工事請負費

9 原材料費

10 備品購入費

11 積立金

12 公課費

13 合計（Ｂ）

収支差引（Ａ）－（Ｂ）

項　　目 金　　額 備　　考

（様式第７号）
事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

事業名 加納地域まちづくり協議会だより広報事業 （広報部会）

基礎交付金 72,382

繰越金 50,000

自己資金

協賛金

科　　目 金　　額 内　　訳

負担金

雑収入

122,382

122,382 まちだより３７号印刷費　5,000部

まちだより３８号印刷費　5,000部

まちだより３９号印刷費　5,000部（特急仕上げ）

0

122,382



円

人 人

人 人

人 人

事 業 名 まちづくり計画推進事業 （事務局） 実施年数 ３年目

事業内容・手段

「住民主体のまちづくりのための計画推進」の実施

【時　期】通年
【内　容】
　・事業開催時や街頭キャンペーン時に部会員や支援者(サポーター)の募
　　集チラシの配布を行った。
　・まちづくり協議会の事業や活動の周知活動として、他の推進委員会等
　　にまちだよりやチラシ等を郵送し、情報交換を行った。
　・協議会のＰＲとして令和５年度まちづくりカレンダーを作成し、１２
　　月末に各世帯に配付し、公共機関や地域内の事業所等に設置した。
　・視察研修として、１月２７日(金)に都城市の市街地中核施設Mallmall
　　（まるまる）にある「都城市立図書館」「まちなか広場」「まちなか
　　交流センター」「都城市保健センター」など、あらゆる世代が集い交
　　流する施設等の見学及び都城島津邸の文化財見学等、地域の活性化や
　　歴史の継承の在り方などを学んだ。役員、部会員、事務局員計１４名
　　が参加した。

事業期間  開始：令和２年度  終了：なし

地域魅力発信
プランとの関連

目　　的
（期待される効果）

　住民主体のまちづくりの実現に向けて、まちづくり協議会の認知度を向上さ
せ、部会員や支援者を増やすことや各種団体との連携強化につなげることを目
的とする。

１．はないっぱい　　～心が豊かになるきれいなまちへ～
２．はらいっぱい　　～お腹も心も満たされるまちへ～
３．えがおいっぱい　～人と人とがふれあい笑顔があふれるまちへ～

事 業 費 １３５,２６７

対 象 者 加納地域住民

参加者数
（内訳）

 
年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ８ ０

スタッフ １４ １１

合　計 ２２ １１

※まちづくりカレンダーへの参加者及び
　視察研修への参加者等の延べ人数

住民の声（アン
ケートの結果等）

特にアンケートは取っていない。



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ｂ
広
報

Ｂ Ａ

Ｂ Ｂ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価
特記事項評価項目

評価
特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

①地域ニーズ
の把握

・自治会長や各団体
の会長等との意見交
換会を年に２回開催
し、意見や要望を伺
う機会としている。 ⑤事業の周知

・カレンダー写真の応
募チラシを各世帯や中
学校、事業所等に配付
したり、Facebookや公
式LINEも活用したりし
た。
・事業開催時には、部
会員募集チラシも配布
し、呼びかけた。

②住民の参加

・まちづくりカレン
ダーの写真を住民か
ら募集した。

事
業
の
効
果

評価項目

⑥課題解決へ
の作用

・先進的な取組をし
ている行政や施設で
学んだことを次年度
の計画に生かす予定
である。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

・各事業の開催時に
ＰＲ活動の機会を設
けることで、幅広い
人材へ協力を求める
ことができることか
ら、妥当である。

⑦住民の満足
度

・令和５年度のまち
づくりカレンダーを
作成し、１２月に世
帯配付した。掲載す
る写真の応募者に
は、記念品を贈呈し
た。

④各種団体と
の連携

・いろいろな機会を
活用し、広報紙をも
とに活動の紹介をし
たり、協力を呼びか
けたりした。

事業継続の必要性

良かった点･
改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

・地域住民から応募のあった写真を使ってカレンダーを作成し、令和５年（１月から
１２月まで）版を１２月末に配布した。

地域協議会から
の意見への対応

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

対応 未 ・ 済

　

＜意見への対応＞

　

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

対応 未 ・ 済

　

＜意見への対応＞

　

有 ・ 無○



清武地域自治区
加納地域まちづくり協議会

（１）収入の部 （単位：円）

番号

1

2

3

4

5

6

7 合計（Ａ）

（２）支出の部

番号

1 賃金

2 報償費 3,000 円

3 旅費 26,400 円

4 需用費 51,700 円

25,660 円

6,240 円

1,817 円

5 役務費 2,080 円

6 委託料

7 使用料及び賃借料 17,050 円

8 工事請負費

9 原材料費

10 備品購入費

11 負担金 1,320 円

12 公課費

13 合計（Ｂ）

収支差引（Ａ）－（Ｂ）

項　　目 金　　額 備　　考

（様式第７号）
事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

事業名 まちづくり計画推進事業 （事務局）

基礎交付金 55,267

繰越金 80,000

自己資金

協賛金

科　　目 金　　額 内　　訳

負担金

雑収入

135,267

3,000 謝金（マイクロバス運転）

26,400 旅費（日当）2,200×12名

85,417 消耗品費（プリント用紙・まちづくりタオル）

参加賞（QUOカード）

燃料費（軽油）

印刷費（まちづくりカレンダー・チラシ）

2,080 通信運搬費（切手）

17,050 マイクロバス借り上げ料

0

1,320 施設観覧料

135,267



円

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

事 業 名 まちづくり協議会管理運営事業 （事務局） 実施年数 １３年目

事業内容・手段

「まちづくり協議会管理運営」の実施
【時　期】通年
【場　所】加納地区交流センター内　加納地域まちづくり協議会事務局
【内　容】
　・運営委員会１２回、三役会２回、各部会等総計３５回、自治会長等との意
　　見交換会２回、他団体との会議や打ち合わせを２回実施した。新型コロナ
　　ウイルス感染拡大防止のため、延期や中止となった事業や会合もあった。
　・４月総会については、昨年度に続き、３度目の書面決議となった。
　・まちづくり協議会と各種団体等とのスムーズな連携を図るよう連絡調整を
　　行い、事業の運営に当たった。
　・事務局内の備品整理や適切な会計管理を行い、円滑な事業運営の実施に努
　　めた。
　・LINEやFacebook等を活用し、事業や各部会の活動等の情報発信を行った。
　　公式ラインアカウントを開設した。

事 業 費 ８６３,２３２

対 象 者 加納地域まちづくり協議会会員及び関係団体

事業期間  開始：平成２２年度  終了：なし

地域魅力発信
プランとの関連

目　　的
（期待される効果）

１．はないっぱい　　～心が豊かになるきれいなまちへ～
２．はらいっぱい　　～お腹も心も満たされるまちへ～
３．えがおいっぱい　～人と人とがふれあい笑顔があふれるまちへ～

　住民主体のまちづくりを目指し、各部会や諸団体と連携して円滑な事業運営や備品
の整備・管理を行うことを目的とする。

合　計 ８５０ ８３１

 
年　度

９０ １０６

役員会等 １４０ １３０

※年間の延べ人数　総会は書面決議数　

住民の声（アン
ケートの結果等）

・特にアンケート等は取っていない。

参加者数
（内訳）

６５ ２６

各部会等 ４８０ ４８５

部会員会議 ７５ ８４

令和４年度 令和３年度

総　会

意見交換会



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ Ｂ
広
報

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）

評価項目
評価

特記事項 評価項目
評価

特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

①地域ニーズ
の把握

・地域ニーズをしっか
りと把握できる仕組み
を構築したい。

⑤事業の周知

・まちだよりや掲示ポ
スター、Facebookなど
により広報活動を行っ
たが、情報の伝達に苦
慮した場面もあった。

②住民の参加

・会員の固定化がみら
れることから、参画を
促していきたい。

事
業
の
効
果

⑥課題解決へ
の作用

・地域住民のニーズや
課題をしっかりと把握
し、新事業等の開発や
継続事業の内容の改善
に努めたい。

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

・地域内の各団体を繋
げる役割を果たす意義
は大きく、妥当であ
る。 ⑦住民の満足

度

・地域住民から期待の
声もいただくが、地域
住民にとって、なくて
はならない存在となる
ような活動を目指して
いきたい。

④各種団体と
の連携

・事業の展開を図るう
えで、各団体や自治会
との意見交換会を２回
開催できたことは大変
効果的だった。各団体
との連携を強め、住民
の参加を広げていきた
い。

事業継続の必要性

良かった点･
改 善 点 等

＜良かった点や改善した点等＞

・意見交換会の構成を自治会長だけでなく、小・中ＰＴＡ会長、青少協会長、民児協会長
を交えたことにより、幅広い意見の交換ができた。

未 ・ 済

　

＜意見への対応＞

　

　

＜意見への対応＞

　

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

対応

有 ・ 無○



清武地域自治区
加納地域まちづくり協議会

（１）収入の部 （単位：円）

番号

1

2

3

4

5

6

7 合計（Ａ）

（２）支出の部

番号

1 賃金

2 報償費 268,069 円

3 旅費 旅費（役員経費） 54,000 円

旅費（市内会議等） 2,000 円

4 需用費 49,936 円

79,505 円

91,354 円

5 役務費 65,444 円

84,514 円

63,000 円

6 委託料

7 使用料及び賃借料 16,060 円

8 工事請負費

9 原材料費

10 備品購入費 パンフレットスタンド 24,530 円

タープテント 22,800 円

42,020 円

11 積立金

12 公課費

13 合計（Ｂ）

収支差引（Ａ）－（Ｂ）

項　　目 金　　額 備　　考

（様式第７号）
事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

事業名 まちづくり協議会管理運営事業 （事務局）

基礎交付金 388,119

繰越金 468,083

自己資金 21 利息

協賛金

負担金

220,795 消耗品費（コピー用紙・封筒・文具代ほか）

雑収入 7,009 寄付金（きよたけ観光振興会より）

863,232

科　　目 金　　額 備　　考

268,069 時間外手当

56,000

消耗品費（コピー機カウンター料）

食糧費（お茶）　

212,958 通信運搬費（はがき・切手代）

通信運搬費（電話代）

ボランティア保険料 ＠350円×180名分

16,060 コピー機再リース料 

オープン収納庫

89,350

863,232

0



 

 

宮崎市地域コミュニティ活動交付金繰越届出書 

 

令和５年 ５月  日 

 

宮崎市長  清山 知憲 殿 

 

 

主たる事務所の所在地 宮崎市清武町加納乙１０４７番地 

              名 称 加納地域まちづくり協議会 

              代 表 者 の 氏 名 会 長  中 原  健 一  印 

              電 話 番 号 ０９８５－８４－０５００ 

 

 

令和４年６月１０日付で変更交付承認のありました宮崎市地域コミュニティ活動

交付金については、決算において、１，２２４，０４２円の残金があり、繰越金とし

て次年度の会計へ繰り越しますので届け出ます。 

 

 

 

添付書類 

 

 

 令和４年度収支決算（見込）書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式第９号） 


